
( 蛾類 IY'兵庫県多可西脇地方の昆虫 2.
ガ科〕イドガ科・メ〔マ

仰、

④発表後に得た知見は折を見て追報する。
本稿を発表するに当たり、同定の労をお煩わせした大

阪府立大学六浦晃博士、常々御指導を仰L 、でいる沢田敏
郎先生、文献その他で、御教示を戴し、た山本義丸・岡村は
た・東正雄の各氏に厚く御礼申し上げる。また、夜間採
集に使宜を計らって戴いた双葉小学校来住久満雄・加美
町足立哲夫の両氏、及び採集に協力された西脇高校職員
各位、同定時制自然同好会・同全日制生物部の諸君に対
しても深甚の謝意を表するコ
I  採集地と採集団数
次表の示す通り、西脇高校中心校及び同黒田庄分校に

おける調査はほぼ行き届いてし、るのであるが、他では甚
だ不完全である O 今後はこれらの地区に力を注ぎたし、。
なお、この表にあげた回数には、メイガ上科が採集され
なかった図は含まなL、つ

股猪清本岡
兵庫県多可西脇地方の昆虫相調査を続けてし、る筆者ら
は、さきに第 1報として蝶類を報告したが、このたび、
メイガ科が 200種を越えて第 1次目標種類数に達したの
で、 ζれにマドガ科を加え、第 2報として報告する。
なお、第 1報で司は調査を始めた動機に触れただけであ
ったので、 ζの機会に筆者らの調査とまとめの方針を簡
単に述べておく。
①過去の集積を基にして、分類体系にとらわれる三と

亜科) を選んで年次目標グループとする。
②その年は、そのグループに重点をおレて採集( 飼育)
する。

③「兵庫県氷上郡昆虫目録」を基礎にし、凶鑑類を参
考にして目標種類数を決め、これに達したグループ
から、逐次まとめて発表する。
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E  メイガヰ自の概観と考察
このような小地域でまとめた例が全国的に少なL 、ため

はっきりした比較対照はできかねるが、当地方は、メイ
ガ相全体としては、それほど貧弱ではないように思われ
る
当地方は、地理A(H二は本ナ11西南部iこ位するので、暖地

1  ，0007'11-級の
山カ矧l合多レため、寒地 (1同地) 性の君主も少なくなし、L

また、全国的に珍種とされてL 、るものも本一| ー種採集され
てし、るなと、ヵ、なり復雑なFaunaを呈してレる。
亜科131 J にみると、マダラメイガ亜科が貧弱なことは、

広葉樹の少ない槌物相を裏付けており、ツトカ亜科が子
: 旬、外によく、制二山地で得られた種カ a多泊通ったのは、乙
の亜科全体カやや寒地性に傾いでし、ること、及び豊富な
禾本科を食草とするものカ、多L 、こと、なと、のためであろ
うと思われる。
(1) 種類数
① ツツリガ並科
② ツトガilli科
⑧ オオメイカ並fl
④ ホソメイカ IW手|
⑧ マタラメイカ亜科
⑥ ブトメイカ亜科
i，1; トガリメイガ亜手|
(量j 、/ マメイカ 111<科

ノメイガ! llifl
ぷλ l口 1I1

3極
2υ 
5  
4  
29 
13 

19 
109 
209種

(2) 兵庫県未記録種
兵庫県のメイカに関する文献は、筆者らの知る範聞で

は「氷ノ山の峨類につし、て; li .21) lit ，20' 補遺18) Jと「兵
庫県氷上郡昆虫f]録 19)J の他f'::'l工、オっと占く、兵庫県

近年のメイガの分類の様相カ‘ら考えゐと、古い文献は種
l 名l同定に疑義があると思われ心ので、挙者らは、庁iJ 2 者
にあげてし、なし、ものは、一応、兵坤県米7記録として扱レ
目録の学名のiJiJv'::'@をつけて '1えしたc これらは60種あり
その中には本州未記録種、i l i : 市長未百己録極も右干含まれて
L  、る》但し、著名な農林者虫の場合f'::'は、その面から取
り上げられた氾録があるい違L 、なL 、との比地カるら、未記
録放し t しなρみった0

(3) 注討すべき種以
全函自enムj会種・稀少種としてま反われてL る種、 1えu'分

イ[l上*Ij室長に1IHiする檀が採集されてL 、るの C '1je共で示す。
ぶしくは凶録中i二記しておし、t::.o 14はマト
ガ科)
l ギンスジツトカ 2 キλ j アトカ 3 タイワンキボ
シアトカ 4 フタオレツトカ ' " ' ，クロスンキオオメイ
カ 6. - ，ツノマタラメイ刀 7 オオハンマメイカ
8 モンキノメイカ 臼ナ刃千ノメイカ 10 不モンノ
メイカ 11 ウスヘニオオノメイ j/ 12 へリアカキン
ノメイガ 13 スギタニマト♂カ 14， - { ; リヤママドカ
4 の議号は: 与真の番号であ Q 、

〔奥村弘社氏撮影〕



(4) 地区別による分布状態
①山地のみ 30種
②低山地・山地共通( 低山地のみも含む. 9  
③各区分共通( 山地・平地共通も含む 49
④平地・低山地共通 34 
⑤平地のみ 87 
合計 209種
今までの調査の粗密から考えると、将来、④から⑧へ

⑤から④さらに⑧へ、と移る種がかなり出るものと恩わ
れる。それらについで①から⑧への移動も可能性が高
い。しかし、⑧から⑧への移動は極めて少数であろうと
考えられる。
元来、山地性・平地性という語は甚だあし、まいなもの
であるが、上記のことから判断すると、①及び⑧の39種
は、少なくとも当地方でt主山地性である、と云ってもよ
いのではあるまいかう
(5) 局地的分布種
西脇高校中心校と同黒田庄分校は、調査がほぼ行き届
いているし、区分では共に平地に属しているので、両校
の分布種数を比較してみると次のようになる。
西脇中心校 26 (11) 種
共通 109 
黒田庄分校 33 (20) 
合計 168 (31 )種

このように、共通でなL、種が59種あるが、これらのう
ち、採集個体の極めて少なし、ものは偶然性が強し、とみて
それらを除外すると、西脇で採れ黒田庄未採集が11種、
黒田庄で採れ西脇未採集が20種、計31種となる。これら
は両校の灯火の届く範囲内における分布の差異をあらわ
してL、るものと思われる。従って、これらの31種は食草
の分布か何かの関係、で、極めて局限された産地が細かく
散在しているものではないか、と考えられる。目録中に
局地的分布とあるのはこの意味である。
(6) 出現期( 発生期)
数多く採集しているうちに、当地方におけるメイガの
出現期は、必ずしも図鑑のそれとは一致しない、という
ことに気が付L、た。このことは、あながち地域差とばか
りは云えず、むしろ、今まで全国的に調査が不充分であ
った 4 とを示しているのではなかろうか。さらに既知出
現期と非常に食レ違う場合は、年 1化とされてきたもの
が実は 2化またはそれ以上で‘あった、などということに
もなる O 出現期の拡がった種は、わずかに月がまたがっ
た程度のものも加えると、 46種の多きにのぼる。これら
は一応、新知見として目録中にとり上げておし、た。
1. マドガ科・メイガ科目録
(1) 同定につレて
種名の同定には、主として、保育社版「原色日本蛾類

図鑑上J 1 ) 及び北陸館版「原色昆虫大図鑑 IJ のを使用
した。筆者らが、同定に自信のもてない種及び同定不可
能の種につL、ては、大阪府立大学の六浦晃博士にお願い
しTこ。
(2) 採用した学名及ひ和名と配列について
種の配列及び学名は、図示種類数の多い 2) に、和名
は、全国的に( 特に関西) よく普及してし、る1 ) に拠る
のを原則と L t-:o 
(3) 採用種類数について
本目録には、マドガ科は全 7種を、メイガ科は全209

種のうち、種名属名共に不詳の12種を除L、た 197種をと
り上げた。なお、標本の大部分は西脇高校中心校に、一
部は筆者らの手許に保管L てし、る。
( 心凡 例
①地区の区分は Iの表による。
(2'，採集dataは、最も早い採集例と最もおそい採集例と
を示すc
(例) 16/VI[ ("60) 西脇〉但し、特
殊な種については、全個体( または一部) のdataを記
した。また、西脇は西脇高校中心校、黒田庄は同黒田
庄分校の略である O

⑨「……」とあるが、・……である。というのは、前
者は図鑑など参考文献の記述を指し、後者は当地方に
おける実際の状態を指す。
(例) i  
(例) i少なL、」とあるが、かなり多い。
④学名の前の。は、兵庫県未記録の意。
⑤局地的分布はEの (5 ) 参照。
Thyrididae マドガ科
1. Thyris usitata B U T L E R  マドガ
各地に普通。昼行性で、灯火には来なL、。
18!N ('60) 西田
2. Striglina scitaria W A L K E R  アカジママドガ
平地で得られ、少なくない。
30/W 
3. Rhodoneura vitulla G U E N E E  マダラマドガ
平地で得られるが余り多くなL 、。
27! W  ('61) 西脇
4.Rhodoneura hyphaema W E目T ヒメマダラマドガ
次の 1頭だけである O

17/VI ('61) 中畑
5. Rhodoneura pallida B U T L E R  ウスマダ、ラマドガ
山地・平地で得られているが、多くなL、。
10/VI ('61) 黒田庄
6. Rhodoneura sugitanii M A T S U M U R A  

スギタエマドガ
1頭採れただけである。稀少種。( 写真)
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1 古 6  -VII-1961 西脇( 猪股)
7. Herdonia osacesalis osacesalis W  ALKER 

モリヤママドカ
稀少種とされてし、るが、当地方ではそれほど少なし、も
のではなレ。サノレスヘリのほか、ザクロにも喰入するの
ではなし、かと忠われるつ ( 写真)
1 ♀ 14-VI-1959 黒田庄( 森川昭資)
1 古 23-VI-1959 "  ( ，，)  
1 古 29-VI-1961 西脇( 猪股)
1 ♀ 2  -V11- 1 9 6 0  黒田庄( 岡本)
なお、高砂市米同町 (2 -V11ー1961 ) でも 1 豆が採れ

てしる

Pyralididae メイガFヰ
G al1eriinae ツヅリガ亜科
1. A p h o m i a  gularis ZllI"LER ツy‘リガ
採集場所が貯穀類、の少なし、学校であるためか、採集伺
体数は意外に少なし、n

12/VI ('61 ) 西脇
2. Lamoria ru白costella RAGONOT アカフツヅリガ
平地で得られ、 7 月上旬に最も多い{
30/VI ('60) 西協

3.@Melissoblaptes zelleri D e  J  OANNIS 

平地に少なくない。
7/V11 
Crambinae クトカ亜科
1. C r a m b u s  diplogrammus ZEI"LER 

オオツヅリカ

ウスグロスシツトガ
IU地に産し、三国岳では少なくなし、。
23/VI ('60) 三国岳
2. C r a m b u s  argyrophorus B U1'LER シロスジツトカR

平地で得られ、 9 月には特に多い
('60) 西脇

3 . @ C r a m b u s  humidellus ZELLER ギンスジツトガ

月中旬に千ケ降の標高 700m以上の草原に多産する。寒
地性積。( 写真)
3 色5 ♀ 18-IX-1960 千ケ峰( 猪股)

4 . @ C r a m b u s  perlel1us SOOPOLI ウスギンツトガ
採集個体は 1頭だけであるが、千ケ峰の中! 度以上では
少なくなし、ものと思われる。
1  0  1 6 -V11-1961 千ケ峰( 猪股)

5. Thisanotia15J lucel1us 
ウスグロットカ、

山地・平地に多し、が、西l協では未採集である。局地的
分布c

12/VI 
6. Flavocrambus striatellus LEE口II クロスジツトカ
山地には少なくなL が、平地では極めて稀し
16/VlI  12/lX. ('61) 西脇

7. Catoptria porcellanel1a  M 01'SOHULSKY 
ナカモンツトカ

atrosignatus Z Er.LER クロマタラットガは、本積の
倒体変異2) として、この中に含ませた。平地で得られる

20/V ('60) 黒田庄
ピ28/V1f ('61 ) 黒田庄，30/VII ('6]) 黒田庄〕

8. Catoptria distincte lla LEEOH 
クロテンシロ( テンスジ) ツトガ

1111地に普通」とあるが、 2頭しか採れていなし、。 1 5

われる。
5/V11  ('61 ) 黒田庄
9. Calamotropha virgat巴lla WJLEMAN 

アトキマエジロ( ナカグロ) ツトカ
| 司野氏によると 10)、本種は C r a m b u sに入れるの泊、正
しし、とのことであるが、一応、図鑑通りにしておし平
地・低山地に少なくなし、か、西脇では未採集八 1 4  5  
月、 7 月、 9 月J とあるが、 8 月にも採れてL、る。局地
的分布。
30/VI 13 1  L'i.. ('60) 黒田庄
(17/V胃 ('61 ) 中畑〕
10.@Calamotropha purella L mlOH  シロットカ
次の 1頭だけである。 5/1X. ('61) 西脇
11. Calamotropha nigripunctel1a  LEEOII 

キスジツトカ
稀少種であるつ 1 6  
月に採れている， ( 写真)
1 ♀ 8  - ] ¥ - 1 9 6 0西脇( 猪股)

1ロ2 . @ C a討lamotro叩pha fl日れ丸Vlほgut口tel凶l1a WILE九M山I A N et S釦OU1汀l'
タイワンキ y示f二、、シンツトカガ"  

稀少種三岡岳霊長山道の沢沿レで、同日に 4 頭を得
たっ同地て、は少なくなL 、ものと思われるの ( 写真)
2 0 2 ♀ 1O-Vsl-1961 三国岳( 岡本)

13. Calamotropha inclara1is  W  ALKEj{ 
キマエ( マエキ) ツトガ

平地で得られ、 7 月上旬に特に多L、
('60) 黒田庄

14. Calamotropha obliterans W A L K E R  
→F ツマットヵー

平地で得られるが多くない。
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26/VI ('60) 西脇
15.@Ca1amotropha yamanakai INOUE 

フタオレツトガ
本種は、富山県と静岡県2) にのみ知られた珍種であ
る。下記の 1頭が採れた。( 写真)
1 早 1 4 - VlIl-1961 三国岳( 猪股)

16. Argyria interruptel1a  WALKER 
ホソスジツトガ

各地に普通で、 6月と 8 月に最も多い。 15 8月」
とあるが 9月にも採れている。
12/IV ('60) 西脇
17.@Diptychophora japonica INouf: 

シロェグリツトガ

も多く採れてレる。
30/"1 ('60) 西脇
18. Chilo suppressalis WALKER ニカメイガ
4 月下旬にも多数採れており、これらは極めて大型で

ある。
23/N ('60) 西脇
19.Anchylolomia japonica ZELLER ツトガ
平地・山地に多産するο

29/VI ('60) 西脇
Schoenobiinae オオメイガ亜科
1. @Acropentias aureus BUTLER 

クロスジキオオメイガ

にも採れている G 稀少種。( 写真)
23-"1-1961 三国岳( 猪股)

1 古 1 3 -VBI-1961 千ヶ峰( 岡本)
2. Patissa fulvosparsa BUTLER キボシオオメイガ
黒田庄で採れてし、るが多くなL、。局地的分布。
12/VI 
3.@Scirpophaga praelata SC01'OLT 

ムモンシロオオメイガ
平地で得られるが多くなL 、。 16
9月にも採れてし、る c

13/VJ[ ('60) 黒田庄
4.@Scirpophaga parval1is  

( 六浦博士同定) マエウスグロオオメイガ
多くなし、積で、黒巴庄で採れてレる。局地的分布。
20/"1 /IX ('60) 黒田庄
5.@Schoenobius lineotus BUTLER 

ヒトスジオオメイガ
平地で得られるが多くなし、
4/V11 ('60) 黒田庄

Anerastiinae ホソメイガ亜科
1. Emmalocera bi五della WILEMAN 

オオマエジロホソメイガ
山地・平地で得られるが西脇では未採集。余り多くは
ない。局地的分布。

17 /  VlIl ('60) 三国岳
2. Emmalocera sp. ( 六浦博士同定)

笥外半部は灰白の地色の上に、姐除に沿った黒褐色紙条
が多数走る。前種のような黒点列はない。前姐後縁・から
中央にかけてやや赤味を帯びる。平地・低山地で得られ
るが少ない。

3. Anerastia sp. ( 六浦博士同定)

赤味を帯びる。後遡は淡黄灰色。縁毛の色は遡の地色と
同じ。平地・低山地で得られるが稀である。
21/ V I  ('60) 西脇
Phycitinae マダラメイガE 科
l' Plodia interpunctella HUBNER 

ノシメマダラメイガ
次種と共に世界的な貯穀害虫であるが、採集場所が学

校なので、採集個体は少なL 、。
28/VI ('60) 黒田庄
2. Ephestia cautella W  ALKER スジマダラメイガ
29/V11 ('61) 黒田庄
3. @ H o m o e o s o m a  subcretaciella RAGONO'l' 

マエジロホソマダラメイカ、
各地に産し、少なくなレ。
131 V1Il ('61) 西脇

4. Hoomoeosoma sp. 六浦博士同定)
Cトビスジマダラメイガ近似種〉

黒田庄で採れてし、る。局地的分布。
1/X ('60) 黒田庄
5.@Nyctegretis triangulel1a  RAGONOT 

サンカクマダラメイカ
少なし、種で、平地・低山地で得られるが、黒田庄では

未採集。局地的分布。
171 VlII ('61 ) 中畑-19/lX (60) 西脇
6.@Euzophera bigella ZELLER 

フタモンマタザラメイガ
平地・低山地で得られるが黒田庄では未採集， 15月」
とあるが、これらは旦二旦旦に採れてL、る。年 2化( ま
たは以上) であろう。局地的分布。
21/ U  ('60) 西脇
7.@Sandrabatis crassiel1a  RAGONOT 
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ハラウスキマタラメイカ
次の 1顕だけである。 21/V曹 ('61 ) 中畑
8. Nephopteryx bicolorella LEECH 

ナシ( ナカ) アカスジマタラメイカ‘
平地で得られ、黒田庄では普通であるη

14/VI ('61) 西脇
9.Nephopteryx intercisella 

ヤマトマダラメイヵ
黒田庄で採れてし、る 余り多くなレコ局地的分布っ
6/VH ('60) 黒田庄

10.Neph口pteryx mikadel1a  RAGONOT 
ミカドマダラメイカ

平地に多g v . する
('60) 西脇

11. Nephopteryx 日emirubel1a S f1OPOLI 
アカマダラメイカ

平地に多L、が、 111地にも産する〉
('60) 西脇

12. Nephoptry)仁 sp
l湿の色彩・斑紋などは20のE . dichromelaiこ惜似して

L  、るが、姐の色調は本種の方がやや黒っぽし。前週の内
横線は‘E . d では前縁から外方に轡曲しながら後縁に
達してL、るのに対し、本積では殆ど華響曲することなく、
中央部で一旦切断される傾向か強Lら 2 f闘の黒点を結ぶ
延長は、E . d では内方に向かい、本種では外方に向か
うう平地・低山地に多産する。
121 VI ('61) 黒閏庄

13. Nephopteryx sp 
本穫も 20のE . dichromel1a に酷似する積であるが、
週の色調は前種より明るく、いっそうE . d に近レ。 4
形はE . d 及ひ前種より巾広く、該 2種の亜外縁線は屈
曲が甚だ u 、のに対 Lて本種では殆ど直線状。前姐の 2
黒点の位置は、該 2種では亜外縁線と内横線との中央よ
りも亜外縁線に近L、のに対して、本種では内横線に近¥ ， ' 0  

本種と前種は、触角や下層雪量の形態からみて、 Eurhod 
opeより Nephopteryxに入れるのカ I妥当であると考え、
そのように扱った。次の 1頭が採れただけである。
16/ vlll ("61 ) 凶脇
14. Dioryctria splendidella H IeRRl日II-SOHAFr'ER

マツノシン( マツノオオ) マダラメイカ
子地に多産するが、山地でも得られてL、るコ
261 V  12/lX. ('60) 西脇
15.@Dioryctria abietel1a  DENTS et SOHIFFER¥rUr，LER 

マラノマダラメイカ
北海道・本州中部山地に産する寒地性積であるが、下
記の 1頭が採れたc 関西では稀なものであろうの 1" 6  

7 月」とあるが、この個体は 5 月に採れてL 、る、( 写真)
1  ex. 1 6 -V  -1960 黒田庄( 岡本)

16. Calguia defiguralis W  ALKEj{ 
ウスアカマタラメイカ

「普通」とあるが、次の 1頭 L カh採れていなしっ
281四 ('61) 黒田庄
17.@Acrobasis ferruginel1a  Wlr，EMAN 

アカフマタラメイヵ
各地に産するが少なく、西脇では未採集コ局地的分

布。
1O/1'IlI ('61 ) 黒田庄
18.@Acroaasis bel1ulel1a  R A引ONOT

ナシモンクロマタラメイカ
平地で得られるが少なレペ1 " 5
にも採れてレる。
14!VH 

19. Acrobasis sp. ( ツツマダラメイカ近似種ユ
tokiel1a に近レカ¥ 前遡の内横線の内外に赤褐色部が

ある勺低山地・山地に産するか少なし、つ
14/V1K  ('61 ) 中畑

20.@Eurhodope dichromella R A G O N m  
フタグロマダラメイカ

各地に産し少なくなレc

6/VH ('61) 西脇
21.@Samaria ardent巴l1a RAGOMOT 

次の 1頭だけであるつ
7/lX ('60) 西脇

トピマダラメイカ

2幻2.@Isa机如ur喝la pa加uperculle凶el出liはa W r汀I
ニツコウマタダ寸ラメイカ

ド記の 1頭だけである 1 6
似体は 9 月に採れてL 、るつ
21/1X. ('60) 西脇
23. Etiel1a  zinckenel1a  T R EI'l'S口HKE

シロイチモンジマダラメイガ
平地で得られ少なくなし、が、採集例はすべて 9 月であ
る。幼虫はダイズの他、エンドウも食害するが、エンド
ウの被害はダイズよりずっと少なし Jのこと、及び当地方

は少なく第 4 化の発生が多し、ものと考えられる C

Epipaschiinae フトメイガ亜科
1.@Anartula melanophia STAUDIN<lER 

アマグロフトメイカP

低山地に多く、平地でも得られるn



14/¥'1 
2. Lepidogma melanobasis HAMPSON 

コネアオフトメイガ
平地特に黒田庄に多レヘ 1  7  

にも採れてし、るじ
181 VI ('60) 黒田庄

3. @Macalla inimica BUTLJo:R  
ゾトベニフトメイガ

「少なし J とあるが、黒田庄に多産する。 18 月」と
あるが、 7 月と 10月にも採れてし、る。局地的分布。
6/¥111 ('60) 黒田庄

4. Macalla amica BUTLER オオフトメイガ
平地に多く、低山地でも得られている。

5. Macalla elegans BUTLllR ナカアオフトメイカ
平地に多L、0
5/Vf 19/¥1s[ ('61) 西脇
6.@Teliphasa nigrescens W  ARRllN ( 六浦博士同定)

グロフトメイガ
同属の上記 2種がMacallaとして扱われているので、

本目録の分類基準によれば本穫も同じ扱L、を受けるべき
ものと思われるが、一応同定通りにしておく。次の 1頭
だけである C

14/VI ('59) 黒田庄
7. Locastra muscosalis W  ALKll R  

トサカフトメイガ
「多くなし J とあるが、平地特に西脇には多い。
30/Vf ('61 ) 中畑
8. Craneophora ficki CHRIATOPH 

ナカムラサキフトメイガ、

各地に最も普通 16
にも採れてL、るぐ
16/V ('60) 西脇
9. Stericta olivacea W  ARREN 
各地に産するが、余り多くない。 16
が、 9 月にも採れてL 、る会

(・60) 西脇
10. Pannucha achatina BFTLER 

ナカトビフトメイガ
平地に普通である。

('61) 西脇
11.0rthaga euadrusalis 羽T A L K E R

グロモンフトメイガ

30/VI ('60) 西脇
12.@Orthaga onerata BUTLER ネアオフトメイカ
平地に多い 17月」とあるが、 6月にも採れている。
19/VI ('60) 黒田庄
Endotrichinae トカP リメイカ亜科

1. @Endotricha theonalis W  ALKER 
カノミイロト力リメイガ

図版Jで採れており、かなり多L、 1 6 月」とある

上) と思われるr 局地的分布。
16/VD1 

2. Endotricha hypogrammalis HAMPSON 
ムモンホソバトガリメイガ

黒田圧た採れてし、るが多くなレ。局地的分布。
12/Vf ('61) 黒田圧

3. Endotricha portialis W  ALKER 
ホソバ( キベリ) トガリメイガ

「最普通種」とあるが、次の 1頭しか採れていない
261百 ('61 ) 黒田庄

4. Endotricha consocia BUTLER 
ヘリグロ( ウスオビ) トガリメイガ
山地・平地で得られるが少なL、。
15/W ('60) 三悶干再

5. Endotricha icelusalis 羽T A L K E R
オオウスベニトガリメイガ

各地に多産する。
12/Vf ('60) 黒閉庄

6.@Endotricha offinitalis HERING 
( 六浦博士同定)

ゅの色は赤禍. 縁毛は白色、横線は明瞭でなし、。本種
の後姐は極めて大きしので、同属他稀との区別は容易で
ある O 西脇で採れてしるが少なし、 年 2化であろう 1 局
地的分布。
1 古 8-VI-1961 西脇( 猪股)
1 合 7 -lX-1961
1 古 2 2 -]X-1960

"  ( ，，)  
(  "  )  

7.@Trichophysetis cretacea BUTLER 
フタオビトガリメイガ

西脇で採れているが少ない。局地的分布ζ1

19/1X ('60) 西脇
pyralidinae シマメイガ亜科
1. Aglossa dimidiata HAWORTH 

コメノ、ンマメイガ
平地・低111地で得られ、西脇では力、なり多いが黒田庄 |  採集場所が作Iれも貯穀類の少なし、所なので採集f同体は

8月」とあるが、 o 月及び 9月にも | 多くなし、
採れてL (.61) 西脇

160 



2.Hァpsopygia regina BUTLER 
トビイロシマメイカ

各地に普通 i 6  9 月」とあるが、 10月にも採れて
し、る乙
12/¥'1 ('60) 黒田庄

3. Pvra1is  farina1is  LINliE カシノシマメイカ
A. dimidiataと同じ理由で採集個体は多くなし、0

14/1X. ('60) 西脇
4 . @ Pアralis albiguttata W A R R E N  

ススキ( シロモン) シマメイヵー
三国岳で採れてレるが少なし、

5. Pyralis regalis D 且NTR et 
ギンモンシマメイガ

が、 6月にも採れてし、る c 局地的分布c
21/¥1 ('61) 黒田庄
6.@Stemmatophora v a1ida BUTLER 

トピイロアタスシシマメイカ
平地で得られるが少なL 、ご

('6 1) 西脇
7. T a m r a c a  torridalis LEDERER 

ナカアカ、ンマメイカ、

8/1X. ぐ60) 西脇
13.@Hercu1ia  placens B lJTlA R  ツマキシマメイカ
黒田庄で採れてし、るが少なレ。局地的分布ぺ
1/Vll ('61) 黒回庄
14. Herculia pelasgalis W  ALKrm 

アカシマメイカ
平地に多しのお、低山地でも得られてL 、る。
3/¥11 
15.@Herculia orthogramma b.OUE 

オオパシマメイカ
本種は、井上寛氏カ .1960年に新種記事x;，' した種で、特

に大型( 前副長 O

区別jは容易である。既知産地5) は 12)、新潟県 (4 d  4 ♀ 
;1958) ・富山市( 1 ♀. 1959) ・大分県( 1  O  ;1952) 
・熊本県( 2 ヰ 1 ex. ;  1959) であるご下記の 1頭か採
れた。珍種。( 写真)
1 ♀ 2 9 - X  -1960 黒田庄( 岡本)

16 Herculia sp. 六浦博士同定)
開張2311l1/1。前越の色調は19のB . indicator に近L 、カ、

両横線にはさまれた部分は該種ほと淡色にならなし、。横
線の形も該穏によく似てレるか、中財紋は殆と見えな
し、。後姐の色調は10のH. glaucinalisに近し、 G 下記の 1
頭が採れたけ
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グマアカシマメイカ 8/W ('61 ) 西脇
平地で得られ、西脇では普通ゎ i 6 月・ 8 月」とある Pyraustinae ノメイガ亜科

が、 7 月及び 9 月にも採れてL 、る I 1. N y m p h u l a  interruptalis W .  PRY問
9ν/パ1司1[ ('59ω) 西脇-1311医x (ぐ'60ω) 酉l防脇宮あ マタダ0 ラ 4 ズメイカガ、

1ロ2 . @ H e釘rc印uω1
クロスジキシマメイカガ、 l  では未j採采集o i  5  9月J とあるカが:、 1叩O月にも採れてい

本種iは主nann∞0吋de白s の{伺同体変呉2υ) カか泊も知れなしレ、 O 次の 1 I  るの 品局j地|仔的干約Jけう分1'11イ命li、
頭だけである 291 V  X  ('58) 黒問庄



2. Nymphula fengwhanalis W .  PRYER 
ネジロミズメイカ

平地で得られるが、西脇以外では少なレ。
2/lX 19/1X ('61) 西脇
3. Nymphllla turbata BUTLER 

ヒメ 7 夕、ラミス、メイカP

平地に多産し、 9 月には特に多レn 本積には、淡色小
型で前柑の短ヵ、L 、型があるが、ひょっとするとこれは異
種かも知れなし 今後詳しく調べてみたし、。
6/V1l ('58) 黒田庄

4. Nymphllla vittalis BREMfeR イ不コミズメイガ
平地・低山地で得られるが余り多くなレ。
16/VIH ('60) 西脇

5.Nymphllla fiuctuosalis Z F.LLER イネミズメイカ
下記の 1頭しか採れていなし、。暖地性の種で、当地方
では少なしものと思われるο

19/VIII ぐ61 ) 西脇市鹿野
6. Cataclvsta blandialis WALKER 

アトモンミスメイガ

29/¥1 ('61) 黒田庄

各地に産し、平地では 9 月に特に多L、0
4/VII ('60) 西脇
13. piletocera sodalis LEECH 

シロモン( コガタシロモン) クロノメイカ
三国岳には少なくなし、が、他では未係集。

17/V111 ('60) 三国岳
14. Diathrallsta brevifascialis W n，EMAN 

、/ ロテンノメイガ
下記の 1 頭を昼間採集で得ただけである O

18/lX ('60) 千ケ峰
15.@Diplopsellstis perieresalis WALKER 

エグリノメイカ
山地に産するが少なしっ

('61) 千ヶ峰
16.@Pllriella rllfoterminalis C nR lSTOPH 

トビモンシロノメイカ
平地・山地で得られるが黒田庄では未採集。局地的分

布。
('60) 西脇

17.@Perinephela lancealis DENTS et 
ER キイロノメイカ

7. Cataclysta midas BUTLER キオピミズメイヵ 1 "各地に多l.J とあるが、下記の 1頭を昼間採集で得
「余り多くな l.J とあるが、各地に音通で特に山際の | ただけである勺個体数が少なL 、か灯火に集まり難L、かど

小潟のあたりには多産する1 " 6 8 月」 とあるが、 | ちらカ hであろうコ
5月と q 月にも採れる}
281 V  ('60) 黒田庄
8.@Sllf:tllla rectifascialis H A Ml ' 附N

( 六浦博士同定)
下志の1 ;]11だげである
1 月 14-VUl-1961 三岡岳( 猪股)

9. Meso片1・aphe for日calis LTNNf: ナノメイカ
平地で得られるが、採集場所の関係か採集個体は余り

多くなL 、
3 0 m  ('60) 西脇
10. Lophopalpiapauperalis LEWJH 

トビモンフタスジノメイガ
三国岳で 1頭採れただけであるο 多L、ものではないら
しし
10/V!ll ('61 ) 三国岳

11. Pelena sericea BUTLER モンキノメイカ

22/V ('6)) 住吉
18. M a b r a  charonialis W A L K J<:R  ミツテンノメイカl

各地に産し、三国岳には多いが‘黒fH庄では未採集3

局地的分布コ
1/ ¥'11 (5)) 西脇- 2 2!lX. (' 60) 同協
19 P  アcnarmη10n lacti汀feralis 羽TALK川Eぐ任:1

コ也マタラノメイカ
|山H地. 低山地に産するが、三凶岳以外では少なレο

231 ¥'1 17/VIII ('61) 中畑
20. Pycnarmon pantherata Be'rLER 

タロオビノメイガ
平地・低山地で得られ、方々り多し、。

('61) 中畑
21. Hymenia recllrvalis FABRICTUS 

シロオピノメイカ
平地・低山地で得られ、 9 月には特に多産。

('60) 黒田庄
山本義丸氏か兵庫県氷上郡柏原2) 19)で記録された以外 I  22. Ellrrhyparodes accessalis W  A T，KER 
l土、本州では余り産地方: 知られていなし、珍種である。 !  アヤナミノメイガ
下記の 1頭が採れている。( 写真 各地に多g t L、 9 月には特に多レ。
lex. 23 百 1961三国岳( 猪股) 14/VII ('59) 黒田庄
12. Bradina admixtalis W A L K J<:l{ 23. Agrotera nemoralis SOOPOLT 

ウスグロノメイガ ウスムラ( ウスムラサキ) ノメイガ

- 162 ー



各地に普通 1 5  
にも採れてレる。
6/ ¥1 12/ lX ('50) 西脇
24 ，@ P a g y d a  arbiter Bun.BR プタマタノメイカ
平地で得られるが極めて少なL 、。
5/lX ('60) 黒田庄
25 ， Pagyda quinquelin巴ata HERTN日

ヨスジ( マタスシ) ノメイガ
昼間はよく見かけるが、灯火に飛来するものは少なし、。

平地・低山地で得られる。
23/ Y  ('60) 西脇
26 ， Pagyda quadrilineata BUTLER 

ホソヨスν (ヨスジ) ノメイカ
昼間採集で 1頭採れたご 1  5  9月J とあるが‘ 4 れ

は10月であるu

13/X ('61 ) 市原
27 ， Susmnia exigua BUTLER 

タテハマキ( イネハカジ) ノメイガ
平地・低山地で得られ、中畑には多L 。
6/VI ('61 ) 中畑
28 ， Cnaphalocrocis m 巴dinalis Glm:-JIoE  

平地で得られ、西脇では普通であるο

2/ lX ('59) 黒田庄
29 ，@ M a r a s m i a  yenilialis W  ALKER 

コフーノメイカ、

ハカジモトキノメイガ
暖地性の種で、 1頭カミ採れただけであるの 1 5 8月j
とあるか、これは 9 月に採れてし、る。
19/IX (61) 西脇
30 ， Bocchoris on vchinalis Gu"日 E e:

シロマダラノメイカ
平地・低山地で得られ、凶l協には少なくなし、が、黒田

庄未採集 1 5  8 月」とあるが、 9 月にも採れてレる。
局地的分布さ
lIvn ('61) ('61) i!.Lillb/; 

3l ，@Bocchoris aptalis kwanglungialis CARADJA 
( 六浦博士同定) Cナカキノメイガコ

本種は本州では珍ら u 、ものらしく、奥亜種目itata
は高尾山・富山県民羽山で採れてし、る 2) ) う¥ 本] 直積につ
しては不明である tU名はusltata に対してつけられた
ものである庁、 '11;，積の扱¥， '1こっし、ては筆者tこは見当ヵ、っ
き泊通ねるので、一応、本: 社t積にもこの和名を当てておし、
た 昼間採集で 1頭を得た。 cヂ真7

ll-VUI-1961 三l'1il日( 猪股)
32 ， Bocchoris inspersalis ZELIAR 

シロモンノメイカ

山地にも産するか. 平地にも多産し、特に 9 月には灯
火に多数飛来する。昼行性もあって、花で吸蜜してL、る
のがよく見カιけられた。 1 5  
が、 10月にも採れてレる。
18/VI ('59) 黒田圧

33 ， Nosophora semitritalis b:DERER 
シロヒトモンノメイカ

平地・低山地で得られるが少なし、。

34. Tyspanodes striata striata BUTLER 
クロスジノメイカ

山地の沢のあたりに多いが、平地では稀。
12/ vl IX ('59) 三|調昂

35 ， Dichocrocis punctiferalis GI'B:-;主日
モモノコーマタラ( モモ) ノメイカ作

平地・低山地に普通である。
('61 ) 中畑

36 ， Dichocrocis chlorophanta B O 'l'IA R  
ホソミスジノメイカ

各地に産 L 、中畑には特に多レ。
12/¥1 /V111 ぐ61 )中止111

37 ， Hedylepta noctescens MOORE 
キハラノメイカ

「普通種」とあるが、少なし三平地・低山地で得られ
るが西脇では未採集υ 局地的分布ρ

I/VI 
38 ，@Hedylepta indistincta W Al UU 市

オオミスジノメイカ
三国岳で採れてL、る

('60) 三国岳
39 ，@Hedylepta similis 

クロミスシノメイカ
平地・ IU地で得られるが多くな 1 7 8 月」とあ
るが、 9 月にも採れて¥ . .ると
4/VlII ('60) 笠形IU 13/ lX ('60) 西脇

40. Hedylepta misera BUTL<:R 
ヒメクロミス、ジノメイカ、

各地に持j泊である。
12/¥<1 ('60) 西脇

41 ， Hedylepta indicata FAB民間 IUS
ミスジ( マエウスキ) ノメイガ

平地で得られ、黒出1:1 : では少なくなL ¥
とあるが、 11月にも採れてL るc
17/ X  XI ('60) 黒田庄

42 ， Hedy lepta sp. 六浦博士同定)
大きさはH. misera とほほ同じ。出も体部も殆と黒色



で紫色の光沢を帯びる。前週外横線の前半は、 misera 9旦にも採れてし、る。
が外方に湾曲して弧を画いているのに対し、本種では直 1/VII ('61) 黒田庄~ 川X . ('60) 西脇
線状むしろ内方にわずかに轡入している。後遡縁毛の外 I  52.Syll叩 te luctuosa1is  zelleri BRE)[ER 
半は、 mlsera では白色に近いが、本種では殆ど趨の地
色と変らなし、。三国岳麓の小溝に多産する 3 各地に多産する。

モンキクロノメイガ

231 Vl 30/VI ('60) 西脇
43. Hedy lepta sp. ( 六浦博士同定 I 53.Syll削 E 叫叫is LEIWH モンシログロノメイガ
姐形や色彩は一見N仰凶a lophor山に似ている泊、 (  山地・低山地に産するが少なし、

後利の横線は明らかに異なり、むしろHerpet叩 a m m a
rudis に近L 平地・低山地で得られるが少、なく、西脇 I 54. Syllepte deficiens M o mn: シロハラノメイガ
では未採集局地的分布。 山地で普通に得られるι 県内で、は氷ノ山 21 で記録され
17/VIII ('61) 黒田庄 (  てしる。

44. Nacoleia C0111111は ta Bu'rr.ER シロテンキノメイガ 121 
各地に産し、間協では普通である I  55. Syllepte m a叫 alis LEECH 
30/ V  (万0) 西脇 |  フチグロキン( ハラナカキマタラ) ノメイガ

45.@Nacoleia satsul11alis SOUTH サツマキノメイガ |  次の l頭だけであるハ
「普通J とあるが、黒間採集で次の 1 2買を得ただけで 171羽 ('61) 西脇

ある I 56.Syll巴pte fusco l11arglnalis LEECl! 
16!VI ('61 ) 千ケ峰 7 ロヘリノメイカ、

46 @Nacoleia tal11piusalis W AI.KER IU地に産 L 、三国岳には特に多L 、
ネモンノメイガ ('60) 三国岳

一般に稀種として扱われてレるもので、 111地で得られ I  57. @Sylepta (Sγllepte) tri日trialis BREMlm 
三閤岳ではかなり採れてし、る。( 写真 7 ロアシクロノメイガ
1  3  1 9 -VIf-1961 千ケ降( 岡本 本種は準拠閃鑑2) に載ってし、なし、ので引用図鑑1 ) のS
2 合 2 10-';'1¥[-1961 三間岳( 岡本 I yleptaを採用したが、同属の前種か前者では Syllepte

47 @Nacoleia l11aculalis SOfJTIT クロフキノメイヵ !  となってレるので、本積もその扱いに準じてここに配列
F記の l頭だけである， 1" 6  7 月」とあるが‘これ |  した。三国岳で採れているカ少なしゥ

は 8 月に採れてL 、る 14/VIII ('61 ) 三国岳
lO!vgr ('61 ) 三岡岳 !  58. Syllepte inferior HA)!PROX コヨツメノメイガ

4 8 . @ M亡ta siaconiotalis H A、，fPSON 少なL、種で、平地では得られなし、。
ハイイロホゾバノメイガ 10/VUI 

各地て得られ、黒田庄では普通であるが西脇では未採 I  59 Syllepte derogata FARRl CIUR ワタノメイガ
集( 局地的分布〆 [  食草のキリやムクゲば少なくなし、のに、 1頭しか採れ

| てL 、ない。
49 Goniorhvnchus exel11plaris 111咽 ('61 ) 西脇

オオクロへリキ( タロズ) ノメイガ I  60 Syllepte balteata FARRlCT!JR  
各地に産するが、 li J 地では特に多L、 |  へリグロ( クロスジ) キンノメイカ
121 Vl ('61 ) 黒田庄 l  ' 0  

50. Goniorhynchus butyrosa B U1'IA R  16/V ('60) 西脇
クロへリキノメイガ I  61. Syllepte ruralis S吋 OPuLI ウコンノメイカ

各地に普通で山地には多産するつ山地では日月、平地 1  山地・平地で得られるカ、少なし、 J 畑地を調夜すればか
で!土 9 月に多いζ | なり採れると思う、
29!V ('61 ) 西脇

51. S yl1epte tricolor BUTI.ER  
モンシロノレリノメイガ

各地に産 L 8月」とあるが、

62@Syll巴pte invalidalis SOUTH ツチイロノメイガ
山地・平地で得られるが少なし、
29!VI 
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63. Palpita nigropunctalis B RJ<;M J<;R  29/ vl ¥11  ('61 ) 西脇
マエアカスカ、ンノメイガ I  74.Maruca testulalis G E¥ lm  マメノメイガ

平地で得られ、 9月には特に多L 、。 1 4 1  

るが、 i 旦と日旦にも採れてし、る l  るが、 7 月にも採れてしるの
5/ m  19/V11 ('58) 黒田庄 22/VII ('60) 黒田庄
64. Palpita inusitata BUTLrm ヒメシロノメイガ 75.Nomoph恒1出 n口ctll問ella Dι川川N問18 巴t
各地にカか込なり多 l '、¥ 1 5 !  ワモンノメイガ
に叫も採れてU しレ、るο 一→ ー |  平地で得られ、ヵなりか 6月
22/ V  |  とあるが、 10月にも採れてL、る O

65. Diaphania indica SAUND日間 12/ Ir ('60) 黒旧庄
ワタへリクロノメイガ !  7 6 B長h如日引灯叫r叩巾喝予p開阿e引t叩

、平i地也で得られ、西1脇あでは 9月に多しレ、¥kリ マエキノメイカガ
8/1X. IX. ('60) 西脇 |  本種以 F'80までの積は、図鑑で Psaral ) またはPachy
66. Glypho似 p巴rsp巴ctalis W  ALKER ツゲノメイヵ I  zar凶 2) とされてL たものであるが、最近、 111中氏川
陵地性種っ次の I頭だけである 5

5/VlI ('61) 西脇
67. Glvphodes quadri l11aculalis et GRE¥ 

ヨツホシノメイカ、
各地に産するが少なし、ο 1 7  9月」とあるが、 5 月
にも採れてし、る。年 2化であろうー
22/ v  ('60) 三国岳
68.Glyphod巴s pry巴ri BUTIAR スカシノメイカ
少なL 、ものらしく 1 頭 u 採れてL 、なレη

16/ VI ('61 ) 黒岡It
69.Glyphod巴s pvloalis W AJ，KER クワノメイカ‘
平地・山地で得られるが余り多くなレο 後遡外縁の暗
色部が板めてr11広L 、ほか数個所に招遠のみられる個体が
あり、後日検討するつもりである。
14/VIII ('60) 黒問庄
70. Polythlipta liquidalis LEEtJH  

マ夕、ラシロオオ( ツマグロシロ) ノメイカ
平地・山地で得られ、黒田庄では少なくなし、が西脇で
は未J采集 1 5  
局地的分布。
23/V ('59) 黒田庄
71. Hellula undalis FABRrcrus ノ、イマダラノメイヵー
平地に普通で、低UI地でも得られる。

('60) 黒田庄
72. Circoborys aure日lis U :目、H

キベリノ、ネホソノメイカ
平地で得られ、黒田庄では少なくなレ。
I/VI ('61) 西脇
73. Crocidophora eγenoralis W  AI，KER 

セスシノメイカ
食草のタケ類は少、なくなし、のに、下記の 2頭しか採れ
てし、ない。当地方では少なし、積であろう。局地的分布。

がH 日rpetogrol11l11aとしてまとめられたので、それに従
っておく J 平地で普通に得られるか黒田庄では未採集。
局地的分布。
2/lX ('60) 凶!協
77. Herpetogral11l11a  sp. ( 六浦博士同定)

Cマエキノメイガ近似種〕
開張18酬。前種に酷似してしるカはるかに小型で、: ; J i

形も異なるっ即ち、前倒外縁の約% はほぼ直線をなし、
その延長が後縁の延長と交わる角度は90。よりもむしろ
小さL、の横線は前積より附色ではっきりしており、横線
の外側に沿う淡色部は前種より巾広L 、つ前知の内外両横
線に力、こまれた部分は明らカ冶に淡色であるべ後柱l外縁は
黒灰色の細線でふちどられる 1 ) ] 採れただけである~
21/VlH  ('61 ) 中畑
78.@Herpetogral11l11a  jUl11boalis Y  A>lA:'iAKA 
本積は、 1960年に山中氏によって新積記載1めされたも
ので、富山県美女平・東京都高尾山・守森県弘前の 4 き
1 ♀がタイプ標本となっている。おそらくその後は発表
されてし、ないと思われるので、本報が近畿地方の初記録
となろうっ低山地で得られるが少なし、。

1 ♀ 17-VIH-1961 中畑( 猪股)
79. Herpetogral11l11a  sp 
前種とよく似てレるが、次の諸点で異なる。①切の色
は両種とも時黒褐色であるが、前積t;':強L 、紫色光沢を帯
びるのに対 L 、本種は殆ど光沢がなしっ②前積では外横
線の外Ymに沿う淡色部があるが本積にはなしの⑧前想j外
横線全体の形は前種より轡曲が弱レ、④横肪〈紋は中空で
なく、カ hっその内方に淡色紋を有しなしら l頭得ただけ
であるご
101叩 ('61 ) 三国岳

80.@Herpetogral11l11a  licarsisalis W  ALKER 
本種は、@ 外横線( 特に{ 麦畑) が明らかに鋸闘状であ



るむ②外縁にははっきりした点紋列がある o ⑧古の前姐 I  81 V  ('60) 黒田庄
前縁下回に飾毛がある。などの点で、向属他種と区別で I  (6/V1r ('61) 西脇、 23/W ('60) 西林寺〉
きる。本州では富山市16)で記録されてし、るだけである。 I87. N  omis albopedalis MOTS口町LSKY
本報が近畿地方の初記録であろう。九州では佐田岬・福 |  ホシオピホソノメイガ
岡県浮羽郡で記録されてし、る。 I 平地・低山地で普通に得られる。「平地では 5 - 6月」
1 ♀ 1 7 -Xl -1960 黒田庄( 岡本) とあるが、 9 月に最も多く、 8 月にも採れてし、る。平地

81. Loxostege palealis DENJB et SOH fFFERMULLER では年 2化であろう。
ウラグロシロノメイガ I  21 V  ('60)西脇(21/vm.('61)中畑〉

1頭しか採れてし、ないっ県内では、氷ノ山20)及び氷上 I88. Phlyctaenia verbascalis DENJR et SOHJP・FERMULLER
郡19)で記録されてし、る。 ヒメトガリノメイガ
161咽 ('61 ) 千ケ峰 平地に普通である。
82. Diasemia litterata SCOPOI.I  12/V1. ('60) 西脇

γ戸アヤヒメノメイガ I  89. @Phlyctaenia auratalis W  ARREN 
平地・山地に多産する。 I へリジロキンノメイガ
n/v ('60) 西脇 |  山地に産するが余り多くなレ。
83. Diasemia accalis WALKER 16/V11 

キアヤヒメノメイガ I  90. Pseudebulea fentoni BUTI，ER 
各地に多L 、か、前種よりやや少ないようである。この |  モンスカシキノカ、メ
両種は姐形も斑紋もよく似てし、て紛らわしいが、縁毛を I  

Iにも採れてし、る。
数本ずつ、白色縁毛と黒色縁毛とが交互にならぶから、 I  16/V1r ('60) 笠形山
全体を眺めると白黒のはっきりしたまだらができてし、る 191. M 悶・ostega jessica BUTLER 
のに対して、本種では、各縁毛はそれぞれ 2 ケ所に濃色 |  ウスオビキノメイガ
部を有し、これらが一様に揃ってレるため、縁毛全体を I  
眺めると、暗褐色の細L 線が 2本走ってし、るように見え | 月」とあるが、 4 月及び 9 月にも採れているc
る I 301 V  ('60) 西脇
26/Vl I  92. Micractis varialis BREMER フキノメイガ
84.@Uresiphita pru凶 pennis BUTLER 各地に多産する。当地方特に平地にはフキが少ないの

ウスベニオオノメイガ | で、おそらくアズキなどを食害しているものであろう c

本種は、北海道では当別・大雪山、本州では横浜・吉 I  15 
野・高尾山だけLか記録2) のなし、珍種である O しかし、 I  20lW ('60) 黒田庄
当地方では稀でなく、平地・低山地で下記の 6頭が採れ I93. M iC1-actis n助 ila1is HUBNER アワノメイガ
ている c， |  平地で得られるが多くなレ。
うの (写貰 I 8 / V  (・60) 黒田庄
1 1  
1 ♀ 
1  e  
1 芯2 ♀

1 6 -Vl-1961 黒田庄( 岡本)
2 1 -V1II-1961 中畑( 猪股)
1 2 -)X-1961 西脇( 猪股)
1 3 -]X-1961 黒田庄( 岡本)

94. Micractis memnialis W  
ベニモンキ( ユウグモ) ノメイガ

平地で得られるが、黒田庄では未採集。局地的分布。

85. Hemiscopis cinerea WARREN I  95. Udea testacea BUTI，ER ? ロモンキノメイカ、
ウスムラサキスジノメイガ !  平地・低山地で得られ、畑地に多産する。

平地・山地で普通に得られる。 8 月に多レ。 I 41 V  ('60) 黒田庄
301羽 (ぐ，万羽叩6臼ω1) ('可引制6臼ω1ο) 西脇 I  96.@Udonoω01町m e

8鉛6.Proda出sy刊cne児eml凶s lnoωorn百n悶la叫a抗t句a BUTJ，氾E四R 平地. 山地で得られ、三国岳には少なくなL、、o
キムジノメイガ 1  

t三も採れている。 I ('61) 西脇
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97.@Pyrausta pervulgalis H A，rPRON i  101.@Pyrausta limbata B l"T I，r:R トモンノメイカ
トガリキノメイガ l  山地・平地で得られるが少ないの

本種は一見87のN. a計lb加op肝巴d白a叫凶lis凶s及び'91のM . jessica 1凶8/V刊1 (何，万川6臼1υ) 18/1X. (何，万60ω) 西脇
によく似てしる仁ο} ミの 3種の筒単な相違を次にあげてお 10但2@Pvrausta 符幻批i比kは凶k i m a M o o、
くο !  キオピトビノメイガ
①前姐外横線前半につし、て i  花に来てL 、るのを採った。採集例体は 2頭だけである
M. j 鋸歯は極めて布Hかく、切れ込みも浅L、から、個体 | が、千ケ峰では稀でなし¥

によっては殆ど線状に見える。古 1 ♀ 1 9 -Vl!-1961 千ケ| 峰( 岡本)
P. p 鋸歯は切れ込みが鋭どく、極めではっきりしてお I  103.@Pyraurta carminalis CARAD.lA  

り、各個は殆と均等である。 I へリアカキンノメイカ
N. a 第 l鋸掬Iと第 2鋸歯との聞の内方への切れ込みが !  本穣( ; 1 : 従来支那から知られてL、ただけであったが、近

深Lし、ので、 4 の部分カが、よく日立つ。他の銘鋸『歯は一 !  年、九川州121
般に大きくてt浅支L 、。 I 県1959) 力iら記録された珍積で、あるの本州では、おそら

⑧後姐外横線につL 、て l  く本報が最初の記録になるだろうと思われる! 前堵の地
M. 外横線は前縁の基部泊、ら約% あたりから発するつ l 色は燈黄色で、前縁・外縁・斑紋が紅色の美しし、小型! 積

外横線を 3分してみると、はじめの% は外縁に平 1 であるコ ( 写真)
行して進み、次の% は凸出 Lて外縁に近づき、最♀ 14-vnr-1961 三国岳( 猪股)
後の% は再び内方に戻って、外縁に平行しつつ内 ♀ 1 7 - VIll-1960 三国岳( 猪股)
縁に達する。 I 104. Pyrausa sp. ( 六浦博士同定)

P  p 外横線の出発点ははほ前種と同じ。途中曲折があ !  本種はochrealis WILEMANのではないかと思われる節
るか、全体の傾向としては、だんだんに外縁に近 1  もあるのだが、不確かなので稀名不詳のままにしてお
つきつつ内縁に至る。 I く3 開張25-37mllto Hlは前後姐とも黄色( 縁毛も) 、横

N. a  出発点は前 2種より外加こあり、殆と外縁に二] z 行 ! 線は燈黄色、前想横線の形は89のPhlyctaenia aurata 
のまま内縁に達する isに似てし、る。平地で得られかなり多L 、。

③亜外縁線( 後初) につし、て 12/ VII ('60) 黒田庄-22/JX. ('60) 西脇
M .  j  .Im外縁線は紋列状で、はほ外縁i 平行 I 105.@Algedonia coc1esalis W  ALKER 
P. p. I直外縁線はやや弱し、が、外横線と似た走りカるたで |  タケノメイカ

外縁中央附近で消える場合が多L 、、
N. a 距外縁線は需められなしこ
④矧の色につレて
M. j  淡黄で最も明るし、。
P. p 両者の中間の色調で半透明。
N. a. 策褐色で秋生は一層暗L 、ご
平地で得られかなり多し、。
28/V ぐ59) 西脇-30/vl ('61 ) 四1協

98. Pyrausta gracilis BUTLER ウラシロキノメイカ
黒田庄で採れてL 、るが少なし、。局地的分布勺
8/咽 ('61) 黒田圧-13L¥ ('60) 黒田庄
99. Pyrallsta unipllllctata BUTJ.ER 

ヒトモンノメイガ
各地に産する泊 i余り多くなl .  

100. Pyrausta sp. 六浦博士同定)
全体としては、次種limbataを小型にした感じである

が、前割前縁に 1伺・後週中央よりやや前方に 11同の1"1
紋がある。開張約11酬にJ

1 ♀ 14-IX-1960 西脇( 猪股)

黒問庄で採れてし、るが少なl .  局地的分布?
7/V11  ('61 ) 黒問庄-10/¥1Jl ('61 ) 黒田庄
106. Cangetta sp 
開張約13酬。姐の色は陪灰色で、前!i: t 前縁( 中央より
も外方) に大きな逆三角形の白色紋がある横線は表面
では殆ど見えなし、が、裏面でははっきり L てし、る。
1  ;l) 14-VIII-1961 三国岳( 猪股)
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工之島……18/lX. (1960) に、山頂及びその付近の草原
で数個体が見られ、片岡進が1古を採集した。他に西脇市
数個所で確実な目撃。
(9) ホシミスジ
西脇市鹿野町・ー上中旬/VI (1961 ) に、小西池・藤原

俊昭らによって多数採集された。筆者はまだ現地で確か
めていなし、が、同地ではコミスジより個体数が多い由で
ある。
黒田庄町白山・…ーl O/VI (1961)、 1♀、猪股; 。山麓で

得た。
孟国五..... '5/VI (1960)、 1 古、小西池0

M) スミナガシ
主孝正d，"""12/VI (1960) に、大島孝氏らにより 2oが
山頂と尾根、で、 4/VI (1960) に田中教ーらにより 1古1
♀が採集された。
西脇市住吉町 大島氏による確実な目撃。

日1) サカハチチョウ
黒田庄町白山…ー291N (1960)、3( 1 i 、藤原他。北西部

山地帯以外で採れたはじめての記録である。これによっ
て、西光寺山など東部山地にも可能性が出て来た。

E  稀少種の新採集例
① へリゲロチヤパネセセリ
16.19/VlI (1961 ) 千ケ峰、多数、猪股・岡本。

加美町三谷からの渓流治いの登山コースには特に豊産す
る。本種はもはや千ケ峰では稀少価値を失なった。
⑧ モンキアゲハ
5/VI (1960) 三国岳、 10" 宮崎c
⑨ ミヤマカラスアゲハ
3/V (1960) 笠形山、 1 e、林成光。
161噛 (1960) 西脇市役所付近、 1君、岡本。市街地の

路上で吸水中を素手で捕らえた。
④ ウラキンシジミ
15/VI (1961) 黒田庄町喜多、 1古、岡本。
⑤ アサギマダラ
22/V (1960) 三国岳、 1平4丹、大島氏他3
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